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１ 実践研究課題

共に学び合い自己実現を図ろうとする大和っ子の育成

～豊かな人間関係と学習習慣の確立を目指した小・中連携のあり方～

２ 地域の特色や課題

、 、光市大和地区は 山口県の東部 光市の北部に位置し 周囲を低い山々に囲まれた丘陵地帯で, ,
美しい緑に囲まれた自然みあふれる静かな地域である。初代内閣総理大臣伊藤博文の生誕の地

でもある。

地域内には、小・中合わせて５校の学校があり（小学校４校、中学校１校 、小学校は３校）

の小規模校、１校の中規模校からなる。各学校内には 、美しい花木が広がり、その環境の中,
で、子どもたちは健やかかつ伸びやかに成長している。中学校は、部活動が盛んであり、なか

でも陸上競技においては、平成２０年度の駅伝大会で全国優勝を果たすなど高い成果を収めて

いる。

一方、課題としては言葉によるコミュニケーションの不十分さから（児童生徒アンケートで

「友達作り」が苦手と回答した者が ％ 、相手の意見や行動を理解し尊重する意識が希薄29.5 ）

なた、児童生徒間のトラブルがあり、授業にも集中できないことや、問題行動に発展する事案

が増加傾向にあることが挙げられる。近年は 関係機関との連携を緊密に図らざるを得ない問,
題も起こっており、それぞれの小学校で固定化された人間関係や学習規律・生活習慣が、中学

校への進学によって変化することにより、集団としてまとまることが困難な傾向が見られる。

また、一部には中一ギャップという言葉に代表されるように、中学校での生活や新たな人間

関係づくり、教科担任制などの学習環境の変化に必要以上に緊張感を抱き、中学校生活にスム

ーズに適応できない生徒もいる。

こうしたことから、小・中学校が連携して、自他を尊重し、望ましい人間関係を築くことの

できる大和っ子、学習習慣を身に付けて主体的に学習に取り組む大和っ子を育成するための協

働実践を行っていく必要がある。

３ 実践研究のねらいと重点

（１） 人間関係づくりに焦点を当てて

生徒指導的な視点からのアプローチで、かかわり合い、集団づくり、コミュニケーショ

ン能力の育成を図る。

① 交流活動研究部

・小・中児童生徒間交流を実施し、人間関係づくりの場と機会の工夫をすることで、

コミュニケーション能力の育成を図る。

② 授業改善研究部

・授業における学び合いの場の工夫をすることで、コミュニケーション能力の育成を

図る。

・外国語活動と英語科との連携により、他者理解の推進、自己表現の場の設定、コミ

ュニケーション方法の工夫等を行う。

（２） 学力向上を支える学習習慣に焦点を当てて

学力向上の視点からのアプローチで、学習規律の向上や家庭学習習慣の定着を図る。

① 学習習慣研究部

・学習意欲を高める家庭学習の在り方の研究を行い、望ましい家庭学習習慣の定着を

図る。

・９年間を見通した「学習の手引き（学びの基準 」づくりを行うことで、授業規律）

の向上を図る。

② 生活習慣研究部

、 。・学習習慣を支える生活習慣づくりについて研究し 望ましい生活習慣の定着を図る

全体の取組
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４ 研修組織

教育開発研究所 小・中連携連絡会議 ５校校長等連絡会
キャリア教育部会 （校長・学校代表・事務局） （校長・事務局）

光市教育委員会 各校推進委員会

山口県教育委員会 各校全体会

交流活動 授業改善 学習習慣 生活習慣
研究部 研究部 研究部 研究部

部長 部長 部長 部長
（ ） （ ） （ ） （ ）池田 昌士 岩 鈴木 淳子 塩 田中 達史 三 山下喜久代 束

部員 部員 部員 部員
（ ） （ ） （ ） （ ）原田 淑江 岩 西﨑 美草 塩 山門 孝弘 三 清水 早苗 束

（ ） （ ） （ ） （ ）西村 俊彦 岩 田谷 義和 塩 林 健 三 川戸 育夫 束
（ ） （ ） （ ） （ ）中本麻里子 岩 守冨美香子 塩 田村 智美 三 菅野 雅人 束
（ ） （ ） （ ） （ ）山本 保夫 大 実政 則行 大 城戸 邦之 大 有馬 和子 束
（ ） （ ） （ ） （ ）大田 敏典 大 小野美登里 大 吉崎 寿枝 大 井上 靖資 大
（ ） （ ） （ ） （ ）中山 新三 大 水野 志保 大 山根 明宏 大 松村 邦代 大
（ ） （ ） （ ） （ ）木村 俊徳 大 田村 紀子 大 矢上 佳子 大 河内 典幸 大

（ ） （ ） （ ） （ ）戸田 弘代 大 末松 省子 三 明木 幸恵 大 松尾 真吾 大
（ ） （ ） （ ） （ ）潮田 徹 塩 寺内 健 三 有海 花織 大 橋本 智美 大
（ ） （ ） （ ） （ ）磯部 淑子 三 田中 崇江 岩 佐藤しげみ 塩 縄手 裕子 大
（ ） （ ） （ ） （ ）津田 明美 三 弘田 昌子 岩 平川麻紗美 塩 毛利 京子 塩
（ ） （ ） （ ） （ ）中本 徹信 束 木村 貴恵 岩 平田 雅美 岩 大久保千恵 塩

（ ） （ ） （ ） （ ）礒部 惠子 束 角田真由美 束 村上美津子 岩 岡田 文子 三
（ ） （ ）鎌田 雅恵 岩 幡田まき子 三
（ ） （ ）河合 順子 束 上部 由子 三

（ ）平生 寛 岩
（ ）中川亜紀美 岩

５ 今年度の取組と平成２３年度に向けて

今年度は 研究を進める上で 《授業改善研究部 《交流活動研究部 《学習習慣研究部 《生, 、 》 》 》

活習慣研究部》の４つの部会を組織し、ねらいや目指す児童・生徒像の実現に向けた具体的な

協議や取組を行った。授業改善に向けた授業公開・研究会を全小・中学校で実施したり、児童

と生徒の交流活動を行ったりするとともに、小・中が共通した内容でアンケート調査を行い、

発達段階に配慮しながら共通の「学習のきまり」や「家庭学習の手引き」を作成した。

また、その取組について、各校（各部会）が持ち回りで「連携だより」や「家庭の日キャン

ペーン」を作成・配布し、保護者や地域への取組の周知を図るとともに、協力の依頼や生活改

善のための啓発活動を行った。

平成２３年度は、今年度の取組みを土台にした上で、コミュニケーション能力の育成・向上

を図るため 《聞く力の育成 《外国語活動と英語科との連携 《小・中の交流学習 （名称は、 》 》 》

仮称）の３つの部会に再編成し、授業改善に焦点を当てた取組を行う計画である。

全体の取組
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《参考資料》

大和地域小・中学校連携だより Ｈ２２．９．１

共に学び合う の育成

豊かな自然に囲まれて、伸び伸びと素直に育っている大和地域

の小・中学生たち。よく遊び、よく学び、運動面や文化面でも、

素晴らしい成果を上げています。

この良さを生かしながら、さらにお互いに尊重し合い、豊かな

人間関係のもとで、自ら主体的に学ぶ姿勢を身につけてくれることを願って、今年度から、

大和地域の小・中学校５校で連携教育を実施することとなりました。

下の４つの柱を中心に、小学生と中学生が仲良く交流したり、９年間の学びがつながるよ

うに授業や家庭学習を改善したりと、保護者・地域の皆様のご理解とご協力をお願いしなが

ら様々な取組みを行ってまいります。

この連携だよりや各学校だよりなどを通して、取組みの紹介、各ご家庭や地域の方へのお

願いなどをお伝えします。実りの多い小・中学校連携教育になるよう、ご意見やご感想など

がございましたら、各学校までお知らせください。よろしくお願いいたします。

☆ 家庭学習や授業に臨む姿勢など、 ☆ コミュニケーションの力を育て、思い

学習に取り組む上での良い習慣を やりの心が身につくような、交流活動を

育てていきます 実施します

、 、☆ 学年に合った自立ができ、元気に ☆ 自分の考えをもち それを伝え合うなど

学校生活が送れるよう、生活習慣を お互いに学び合い、高め合うことができる

見直します 授業へと改善していきます

全体の取組
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学習習慣研究部会の取組
１ 本年度の取組

（１）部会としての取組

○ 小中連携部会（学習習慣研究部会）

６月 部会 ９年間を見通した「学習の手引き」づくり

８月 部会 アンケートの分析により、９月からの取組を検討（協議）

１２月 部会 アンケート（第２回目）の分析

各校の取組の反省と今後の課題検討（協議）

○ アンケートの実施

７月 第１回目 １～４年、５・６年に分けて実施

１１月 第２回目 １～４年、５・６年に分けて実施

（２）アンケートの分析 １回目

① 平日の家庭学習時間について

・ 小学生では、学年×１０分の目安は半数以上の児

童は満たしているが、９月以降学習習慣づけ、この割合が増えるように期待したい。

中学生の平日の家庭学習習慣が二極化している。

・ 家庭学習時間が少ないので、家庭学習時間を増やすために、テレビ、ゲームのルー

ルづくりが必要。

・ 手引き（案）には、学習時間（１・２年…２０分 ３・４年…４０分 ５・６年…

６０分）と始める時刻を記入（土・日曜日も）するとよい。

② 休日の家庭学習時間について

・ 小学生は、休日の家庭学習が習慣づいているとは言い難い。小・中学生とも平日よ

り休日の家庭学習の方が少ない。

・ 土・日曜日にも、安息、団らん、お手伝いを奨励するとともに、学習の習慣づけと

月曜日の準備のため宿題を課した方がよい。

③ 平日の読書時間について

・ 小学生高学年では、休日に１時間程度読書をしたい。中学生の６割強は、平日の読

書時間３０分以内（まったくしないも含む）は、平日読書する時間そのものがないの

かもしれない。

・ 読書時間が少ないので、今後とも読書の楽しさを指導していく。

④ 授業前の準備・着席について

・ 小学生から学習規律をしっかり身につけさせるべきである。中学生の約９割は授業

前の準備・着席ができている。

・ １００％達成できるように指導する。

⑤ 授業の目当て（学習課題）の把握

・ 小学生の約８割は授業の目当てをつかんでいる。中学生は、８割は授業の目当てを

つかんでいる。

・ めあてを全員の児童が知っておくべきである。

全体的に

、 。 、 、・ 家庭学習を習慣化するには 保護者との連携を進めることが大切 参観日 懇談会

各種たより（小中連携だよりの発行）などで啓発していく。

学習習慣研究部
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（３）アンケートの分析 第２回目

① 平日の家庭学習時間について

・ 小学生・中学生とも学習時間はわずかに増えている傾向が見られる 小学生では 家。 「

庭学習の手引き」ができたことにより、学習内容がはっきりしたためか。小学生では

「宿題 「塾」など与えられたものをこなしながら習慣化していくが、中学生は主体」

性や必要感が鍵になってくる。

② 休日の家庭学習時間について

・ 時間の長短はあるが、休日にも学習する児童が増えてきた。特に、小学校高学年で

は学習時間が増えた。

③ 平日の読書時間について

・ 学年ごとに見ると多少の変化はあるが、全体で見ると大きな変化は見られない。読

書時間の確保については検討が必要。

④ 授業前の準備・着席について

・ １１月には「だいたい 「いつも」しているの割合がわずかに上がっており、かな」

り定着している。しかし、この項目は１００％を目指すものである。

⑤ 授業の目当て（学習課題）の把握

・ 小学校では改善の傾向にあり、特に高学年で変化が大きい。中学校では全く分から

ない生徒が減った。教師の側からも、確実に把握させるという意識が必要である。

２ 取組の成果と課題

○ 学習のきまりについて

、 。どの学年にも対応する基本的な事項に絞って作られており 指導に生かすことができた

児童生徒への意識づけも徐々に進んでいる。小学校から同じ学習のきまりで取り組めば、

中学校に進学した際も同じ学習習慣が身についていることになり、移行が円滑に進む。

○ 家庭学習の手引きについて

学習開始時刻や内容・方法など具体的に示したことで、児童生徒にとっても保護者にと

っても活用しやすいものでありたい。家庭学習についての必要感が高まってきている。各

校とも、少人数であることを生かし、学年に応じた家庭学習についてきめ細かく個別に指

導していくとよい。

○ その他

・ 自主的・自発的な家庭学習が行われるとともに学習規律が定着するため、授業への集

中力や積極性が高まり、学力も向上傾向にある。

・ 小中お互いの情報交換ができ、教員同士の連携や交流ができた。

・ 大和地区全体の統一的な取り組みができよかった。大切なことである。

・ アンケート調査を公表することによって，教職員の授業改善や保護者の行動連携への意

識が高まった。

３ 今後の課題

○ 学習の規律や家庭学習の基礎ができた。今後は、校内はもとより，小小・小中の連携に

より、さらに質の向上を図りたい。

（できている→自主的にできる段階へと、量的なものから量＋質へ 質の高いものをめざす。）

○ 校内でそれぞれの部会の情報を共有し、教員の共通理解のもと全校体制で取り組んでい

くことが大切である。

学習習慣研究部



- 38 -

《参考資料１》

ＮＯ．３ Ｈ２２．１０．８大和地域小・中学校連携だより

共に学び合う の育成

10月 実りの秋10月 実りの秋

読書の秋、芸術の秋、勉学の秋…と、秋はいろいろに形容されますが、それだけ勉強や運動を

するのに好季節だと言えます。先日、各小中学校で配布しました「家庭学習の手引き （中学校」

は「学習の手引き ）をご覧いただきましたか？」

家庭学習の手引きとは？

小中連携での取組の１つは 「家庭学習の手引き」の実施です。、

これまで各小中学校でバラバラに取り組んでいたものを、小中学校の教員で話し合い、規準を

決めて９月から取組を始めました。

来年から文部科学省が示す新学習指導要領が実施されます。教科書の内容も

３割ほど増えますが、背景には学力の向上という国の方針によるところがあり

ます。もっと身近に言えば、小中学校を卒業するまでには、これだけは習得し

ておきたいこと 「基礎・基本」を身に付けさせたいという願いがあります。、

この度、小中学校で教員がお互いに授業を見せ合い、改善を図ろうとする取組もありますが、

基礎・基本を身に付けるためには、家庭でも「読み、書き、計算」の学習などきちんとしてほし

い、かつ、自主勉強や読書にも取り組んでほしいと考えています。

そのためには、まず机について学習をする習慣をつけることが大切です。何も学習机に限った

ことでなく、ダイニングテーブルでもかまいません。ただ、テレビやゲームの電源は切って、決

まった時間を集中してがんばってほしいです。

家庭学習時間の目安は？

手引きに示してある学習時間の目安は、

小学校低学年で２０分、中学年で４０分、高学年で６０分、

中学校１学年で６０分、２・３学年で９０分です。

学習のきまりとは？

小中連携でのもう１つの取組は、学習のきまりの徹底です。

このきまりを守ることによって、自分やまわりの人が授業に集中することが容易になると考

え、全ての学校で取り組んでいます。

① 授業が終わったら、次の授業の準備をして休憩に入る。

② 早めに着席し、授業の心構えをつくる。

③ 先生の話や友達の発表を最後まで黙って聞く。

④ 自分の意見をはっきりと聞こえる声で話す。

⑤ 学習したことをノートに丁寧に書く。

⑥ 背筋を伸ばした姿勢ですわる。

保護者の皆様からは 「うちの子にはもっと発展的なことを…」とか「うちの子にはちょっと、

無理がある」といった声も聞かれそうですが、各学校では、学習・生活の両面で個々の子どもに

応じた指導を行っていますので、学校（学級担任ほか）と連携しながら、共に学び合う「大和っ

子の育成」のため、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

学習習慣研究部
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《参考資料２》
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生活習慣研究部会の取組

１ 本年度の取組
（１）第１回 生活習慣研究部会

① ５校の生活習慣（学習習慣を支える）に関する実態と課題
・中学校では、私生活を改善していきたい。
・小学校では 「早寝・早起き・朝ご飯」などの生活リズムをつけることに重点を、

おいている学校が多い。
・保護者にも投げかけていく。
・中学校の保健調査の結果、テレビの視聴時間が長く、睡眠時間が少ない。

② 課題となる共通実践項目
・授業の集中力を高めていく
・言葉遣い

返事、あいさつ（すみません、ありがとうなど）
・前の日の準備

忘れ物をしない
・聞く力をつける（授業だけでなく、生活の中でも人の話を素直に受け入れること

ができない子が増えている ）。
・身構え、物構え、心構え

③ 研究の柱
○ 自立していく習慣づくり

自立をキーワードにして目指す児童像、生徒像を考える
発達段階に応じた「自立」の内容を考え取り組む

○ 家庭のバックアップ
家庭へのアプローチの仕方を考え取り組む

④ アンケート（案）について
・前日に次の日の準備ができているか
・自分で起きることができるか（何時に起きるか、どのようにして）
・朝ご飯を食べている（食べたもの）
・人の話を最後まで聞くことができる
・何時に寝るか
・自分からあいさつができる（おはよう、さようなら、ありがとうなど）
※ 月曜日の朝に実施するとよい

（２）第２回 生活習慣研究部会
第１回アンケート調査結果の考察と課題①

（各校から）
・就寝時刻：小学生の１１時以降は遅い。睡眠時間をしっかりとる。
・起床時刻：午前７時以降では朝食や始業時刻から考えると遅い。
・起床方法：学年が上がるにつれて自分で起きるように。
・朝食の内容：副食までとる子が少ない （３割）。

保護者への発信も必要（講演会等）
・あいさつ：子どもとの意識のずれがある。

きまったあいさつはできるが、お客さんや子ども同士ができていない。
誰にでも、進んで、元気よく、自分から、気持ちをこめて（感謝）

・次の日の準備：できていても忘れ物が多い。仕方に問題
② ９月からの具体的な取組事項（共通実践項目）

○ 自立していく習慣づくり
・身構え（自分で決めた時刻に自分で起きる ：規則正しい生活リズムを養う）
・物構え（忘れ物をしない ：学習に集中して取り組むための学習準備）
・心構え（心のこもったあいさつをする ：コミュニケーションをとる）

※ 取組方法については、各校で工夫して取り組む。
なぜ大切なのか、子どもが自分で考えて取り組むような支援を考える。

○ 家庭への働きかけ
・保護者・地域へ「たより」等で呼びかける。
・アンケート結果や取組について周知する必要がある。

※８／２６ 小中連携連絡会議で協議の結果
「小中連携だより」を保護者・地域へ出して、小中連携の取組について発信
１号（９月初め ：大和中）
２号（９月中旬 ：束荷小）
３号（１０月初め ：三輪中）
４号（１１月 ：岩田小）
５号（１２月 ：塩田小）

生活習慣研究部
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・キャンペーンの実施：同日に大和地域全体で取り組む。
実施日：毎月１回（家庭の日）

今後は、平日の実施も考える
内 容： 朝ご飯を一緒につくって食べよう」「

その他 「読書 「ウォーキング」など随時、内容を考えて取り組む。、 」
※ 保護者から簡単な朝食レシピのアイデアの募集、その紹介なども

③ めざす児童・生徒像
「元気に学校生活を送る子ども」
元気に 心も体も元気な子ども→
学校生活を送る → 自分で考えて送る（自立）

（３）第３回 生活習慣研究部会
① 第２回アンケート結果の考察
（塩田小 ・就寝時刻が遅くなっているので起床時刻も遅くなる傾向がある。）

・友達同士のあいさつは、難しい。
（岩田小 ・あいさつは盛ん。(高学年の良いところを低学年が見習っている ）） 。
（三輪小 ・就寝時刻は、改善された。）

。・起床時刻は遅くなってきているが１時間前には起きることができている
・朝食は、充実している。
・あいさつは、少しずつ良くなっている。
・忘れ物も少なくなってきている。

(束荷小）大和中校区における全体的な傾向を中心に説明
・就寝時刻は少しずつ良い傾向にある。
・午前６時までに起床している割合は、小学校では減っているが中学校で

は増えている。
・あいさつを「いつもしている」児童の割合は小学校では減っていて中学

校では増えている。
・学習用具の準備が「いつも大体」できている割合は、小学校では減って

きているが、中学校では増えてきている （ただ中学校では６０％未満。
なのでまだまだ不十分）

（大和中 ・比較的、忘れ物は少なくなる傾向にある。）
・あいさつを自分からできる生徒が増えている。
・就寝時刻は中１から中３になるにつれて遅くなる傾向

(１／３の生徒は睡眠時間の確保ができていない ）。
・朝食は(主食＋飲物）が多く、ピザを朝食に食べてくる生徒もいる。
・目的意識があると自分から起きようとする力も出てくる。
（１・２年生は、駅伝の練習のために朝の７時１０分から走っている ）。

② 各校から出た課題
○ 児童や生徒は、指導していくと意識が高まっていくのだが、保護者の意識を変

えていくことが難しい。
○ 同じ事を何度もくり返して指導していかないとなかなか定着していかない。
○ 家庭学習、読書、塾、習い事、スポ少、友達との遊び、家族のふれあいなどを

すべてきちんとこなしていこうとすると就寝時刻が遅くなってしまう。学校外の
時間を上手に使っていくように指導していく必要がある。

③ 今後の取組
○ 自立に向けての実践的な取組を各校で持ち寄り、中間報告の資料とする。
・身構え（自分で決めた時刻に自分で起きる ））

小学校では、起床時刻を決め、睡眠時間の必要性を指導して、寝る時刻を決めさ
せる 〔参考資料ー自己カード(岩田小）すこやかチェックカード（束荷小 〕。 ）

・物構え（忘れ物をしない）
各校での具体的な指導に関する取組を紹介する。

・心構え（心のこもったあいさつをする）
引き続き指導を継続していき、具体的な実践事例を紹介する。

○ 生活習慣研究部のキャンペーンは、親子での朝食作りを年度末まで継続する。
※ キャンペーンを「生活習慣研究部便り」という名称に変更して、生活習慣研究部

会が目指す自立に向けての内容を中心に取り組んだ方がよいのでは、という意見も
、「 」 、出てきたが 大和地域小・中学校連携だより と内容が重なるという意見もあり

キャンペーンのスタイルを継続していくことで話がまとまった。
・内容（表面ー親子での朝食作り その他は、各校の創意で内容は工夫）

※レシピ紹介など 〔参考資料ー三輪小（～したよカード 〕）
・各校の回り持ちで作成（内容Ａ４サイズ１枚 家庭の日に配布）

１２月：塩田小 １月：岩田小 ２月：三輪小 ３月：大和中

生活習慣研究部
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２ 取組の成果と課題
（１）成果

自立していく習慣づくりをめざして、各校の実態に合わせて自己カードやすこや
かチェックカードなどを工夫して取り組み、改善が見られた。２回目のアンケート
結果から、特に小学校では夜遅くまで起きている児童が減った。中学校では、自分
で起きると答えた生徒が増えた。あいさつについては、全体的に良い傾向にある。

毎月家庭の日に「親子で朝食作り」のキャンペーンを実施し、各校が分担してお
知らせを配布した。一部の家庭からではあるが、親子で朝ご飯を作った感想やその
様子を撮った写真が寄せられ、朝食の大切さを見直す家庭が増えた。

（２）課題
児童・生徒については、あいさつなど様々な方法を工夫しながら実践を繰り返す

ことによって、意識が高まり効果が見られるが、生活リズムの定着等は、各家庭の
今までの生活習慣の根本を変えないと難しい面がある。保護者の意識をいかに変え
ていくか、いかに学校の思いを伝え、家庭と連携していくかが大きな課題である。

また、規則正しい生活リズムの定着のために、睡眠時間の確保が重要であるが、
高学年になるほど、家

、 、 、庭学習 読書 スポ少
遊び、家族のふれあい
等、すべてをきちんと
しようとすると、就寝
時間が遅くなってしま
う。学校外の時間をい
かに上手に使いこなす
か、指導していく必要
がある。 今後もアン
ケートの数値に現れな
い児童・生徒の実態を
つかみ、家庭と連携し
ながら個別の指導に力
を入れていくことも必
要である。

《参考資料１》

生活習慣研究部
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《参考資料２》

《参考資料３》
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交流活動研究部会の取組

１ 本年度の取組

誰とでも進んでコミュニケ－ションをとることができる思いやりの心を持った児童・

生徒を育成するため、中学生一人ひとりのよさが生かされるような小学生との新しい交

流学習を計画し，実践する。

，① 各小学校で希望する交流学習を計画し

中学校に届ける （中学生は自分の得意。

なもの，小学生はやってみたいもの）

② 中学校は，小学校から出された計画を

もとに生徒の希望をとる。

③ 中学生は事前に小学校を訪れ打ち合せ

をする。

④ 実施前に一人ひとりがねらいを持ち，

実施後はアンケ－トによる自己評価と感想をとる。

２ 取組の成果と課題

① 取組の成果

○ 実施後の自己評価で「交流は楽しかったか」の項目に，ほとんど全員が「思う」

「まあまあ思う」という肯定的な評価をした。

○ 中学生にリ－ダ－としての自信と自覚が生まれた。

○ 中学生は，小学生に思いやりの心を持ち，小学生は中学生にあこがれの心を持つ

ことができた。

○ 小学校６年生が，中学校生活への不安が少なくなった。

○ 非常に有意義な学習なので，来年度以降も実施する。

② 反省・課題

○ 活動ばかりでなく，児童生徒が話し合

う時間を多く計画する。

○ 打ち合せの日から実施日まで準備期間

を十分とる。

○ ゆとりをもって行える時期を選ぶ。

交流活動研究部
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《参考資料１》
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《参考資料２ 表》
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《参考資料２ 裏》
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授業改善研究部会の取組
１ 本年度の取組

研究の重点

学び合いの場を工夫した授業づくり （全ての授業を対象に）

（かかわり合い、集団づくり、コミュニケーション能力の育成）

（１）求める児童生徒像の設定

、 、５校の児童生徒の現状を情報交換し 各校の取組や実情について互いに理解していく中で

「聞く 「話す 「話し合い」に必要な力や態度を育てようと各校独自で取り組んではいる」 」

ものの 「自分の考えがなかなか発表できない子どもがいる 「教師や友達の話を聞いても、、 」

」「 （ 、 ）分かったことや疑問に思うことを発言できない 発言や発表をつなげる 広げる 深める

ことがなかなか難しい 「発表や話し合いの時間や場を十分確保できない 「グループでの」 」

」「 」 、話し合いがうまく進まない 話し合いの進行や集約ができる子どもが育っていない など

多くの課題が出された。中学校における課題を解決するために小学校での指導を見直すこと

や、各小学校での取組や成果を生かした中学校での指導の工夫も必要であることが再認識さ

れ、子どもを育てるためには、共通の方向性をもち、５校で連携・協力しながら指導の工夫

・改善に努めなければならないと考えた。そこで、ワークショップ形式で「授業における学

び合う児童生徒の具体的な姿」について協議を行い、共通の「求める児童生徒像」を設定し

て、授業改善に取り組むことにした （参考資料１）。

（２）授業改善のための共通方針の設定と実践

これまでは 各校独自に研修を行い 授業改善に取り組んできたが 大和地域の５校で 共、 、 、 「

に子どもを育てる」という連携意識を高め、協働体制で授業改善を行うために、授業実践の

進め方について共通方針を決定し、取り組むことにした。

① 授業づくりの視点

共通の授業づくりの視点をふまえて授業計画（単元計画、本時の計画）を立て、授業の

工夫・改善に取り組むようにした。

授業づくりの視点

自分の考えをもち、伝える場の設定

② 授業交流（授業公開と授業研究）

各校の子どもの実態や授業の様子を理解するとともに、授業改善を進めるためには、授

業交流が必要である。そこで、一年次は５校の現状をふまえ、以下のような形で授業公開

と授業研究を進めることにした。

授業交流

○ 授業公開は各校１回ずつ開催

○ 教職員は他校の授業公開を１回参観する（複数可）

○ 授業評価（参観者）を活用する

○ 授業研究会（研究協議等）は会場校に任せる

③ 授業評価の評価項目

参観者が共通の観点で授業評価を行い、研究協議や今後の授業づくりに生かしていくよ

うにした。

評価項目

・ 明確に課題を提示したか」「

・ 自分の考えをもたせる授業の工夫ができたか」「

・ 伝え合う場の工夫ができたか」「

授業改善研究部
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④ 授業実践と考察

各校で行った授業公開と授業研究、日々の授業実践については、各校で考察を行い、そ

れをもとに授業改善研究部会で協議し、成果と課題を明らかにした （成果と課題は「２。

取組の成果と課題」で後述。授業公開ごとの指導案や考察は別冊資料参照）

授業公開では、授業づくりの視点と授業評価の観点をふまえて授業を行った。

束荷小学校の国語の授業では、少人数の１・２年生複式学級で同時導入による課題提示

をしたり、本時の流れが示されたホワイトボードをもとに見通しをもって一人学びに取り

組ませた後、異学年交流の場を設定して伝え合う場を工夫した。

三輪小学校の４年生算数の授業では、電子黒板を活用したり、考えを記入し何度も書き

直すことができるワークシート（ホワイトボード）を用意し、グループ内での話し合いや

全体でのグループ発表と話し合いの場を設定したりするなど工夫をした。

岩田小学校の５年生図工の授業では、名探偵ゲーム（絵画鑑賞）やロールプレイクイズ

を取り入れて児童の関心や興味を高めるとともに、話し合いのポイントを確認した上でグ

ループ活動を行うなどして、児童に考えをもたせ伝え合う場を工夫した。

大和中学校の２年生学級活動の授業では、ＡＦＰＹ（山口県人間関係づくり）を取り入

れ、リレー習字を通して、一人一人が参画でき、互いのかかわりを深め、共同で一つのも

のを作りげていくというグループ活動を設定することで、伝え合う場の充実を図った。

塩田小学校の５・６年生外国語活動の授業では、教師と児童、児童と児童による英語で

のやり取りを多く取り入れたり、ゲームやアクティビティを行う前に方法やルールをＡＬ

ＴとＨＲＴがモデルとなって示したりして、テンポよく円滑に授業を展開した。相手に英

語で尋ねることでカードを手に入れるというアクティビティを仕組むなどして、必然性の

あるコミュニケーション活動や場面を設定した。

大和中学校の１年生外国語の授業では、小学校で学習した英語ノートのピクチャーカー

ドを導入で用いたり、ペアワークやグループワークを積極的に取り入れ、本時で学習した

表現を生徒同士で会話できる場を設定した。

このように、各校での授業公開では、教師の働きかけ、教材教具、ワークシート、学習

内容や形態等々を工夫しながら、伝え合う場を活性化し、充実させる工夫を行ってきた。

授業公開においても、日々の実践においても、児童生徒の学ぶ姿は少しずつ変容しつつ

あるものの 「聞く 「話す 「話し合い」に必要な力や態度が向上してきたことを実感で、 」 」

きるまでには至っていない。今後も授業づくりの視点と授業評価の観点をふまえて授業改

善に取り組みたい。

（３）授業に関するアンケートの実施と分析

７月と１１月にアンケートを実施し、児童生徒の実態や変容を把握するようにした。

＜アンケート質問項目＞

・普段の授業では、ほかの生徒の話や意見をよく聞いていますか

・普段の授業では、ほかの生徒とよく話し合っていますか

・学校の授業などで、自分の考えをほかの人に説明したり、文章に書いたりす

るのは難しいですか

・外国語活動（英語）の授業は好きですか。

・外国語活動（英語）の授業は分かりやすいですか

・外国語活動（英語）の授業で、先生や生徒と英語で会話するのは好きですか

・英語の授業で、英文を読むことは好きですか

・英語の授業で、英文を書くことは好きですか

・外国語活動（英語）の授業で、外国の文化を勉強するのは好きですか

第１回アンケート結果と第２回アンケート結果とを比較考察すると、大まかではあるが、

次のようなことが成果・課題としてあげられる。
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＜成 果＞

・全般的に、教師の児童生徒に対する意識よりも、児童生徒によるアンケート結果の方がよ

り肯定的である。

・ほとんどの項目で否定的評価が減り、全体的に底上げされている。特に、外国語活動と外

国語科に関する問いで児童生徒の自己評価が高くなっている。

、 、 、・中学校の外国語科では だれでもできる学習活動を増やし 何度も繰り返し復習するなど

全員への参加意欲を高めてきた。特に中２で、その成果がアンケート結果に表れている。

＜課 題＞

・肯定的な評価は増加したものの、最も高い評価をした児童生徒は減っている。自己評価が

やや下がっている児童生徒がいると思われる。

・ 自分の考えを他の人に説明したり、文に書いたりするのは難しい」と感じている児童生「

徒が多く、改善が見られない。

（４）外国語活動・外国語科の授業改善

研究の重点

外国語活動と外国語科におけるコミュニケーション能力の向上

～ 外国語活動と外国語科のつながりを重視した授業づくり ～

① 小学校における授業の工夫（クラスルーム・イングリッシュ）

中学校の授業での理解を容易にするために、中学校で使うクラスルーム・イングリッシ

ュを小学校段階から使用することにした。

② 中学校における授業の工夫

４つの小学校では、どの学校でも英語ノートとそのデジタル教材（電子黒板）を使用し

ているので、それを活用することからスタートすることにした。音声（聴くと話す）をベ

ースにした小学校の学習を生かして中学校の学習内容（読む、書く、文法等）を指導する

ことで子どもの抵抗感をなくし、理解を促し、興味関心を高めることができると考え、ま

ずは小学校英語ノートのデジタル教材（電子黒板）やピクチャーカードを復習として活用

してみることにした。

③ 中学校で活用できる小学校年間指導計画の作成

小学校での学習状況（アクティビティ、表現、教材等）を十分把握していないため、小

学校の学習経験を生かした中学校での授業づくりができていないということが分かった。

そこで、４校が協力して中学校で活用できる小学校年間指導計画（小学校の学習状況を把

握できるもの）を作成した。年間指導計画に盛り込んだ内容は 「タイトル 「指導内容」、 」

「扱う表現 「 「 「 「 (ゲーム) 「 「 「教材」であ」 」 」 」 」 」 」Song Chant Activity Play Listening Word
る。今後は外国語活動と外国語科の関連を明記した小学校及び中学校の年間指導計画を整

備し、つながりを大切にした授業づくりに生かせる有用なものにしたい。

④ ローマ字指導（小学校）を中学校につなげる工夫

４つの小学校でそれぞれに取り組んでいるローマ字指導について、共通にできる実践方

法を考え、中学校での文字指導や「書く」指導につながることを考えた。小学校では指導

時間数が少なく、訓令式を指導の基本とすることから、ヘボン式の指導に変更することは

難しいので 「６年生の卒業時までには、ヘボン式にも触れ、自分の名前をヘボン式で書、

けるようにする」ことを共通目標とした。また、ローマ字の理解と定着を図るために継続

、 、して指導することが大切であることから 平成２３年度から小学校３年生で指導する際に

ローマ字指導の教材「ローマ字ノート」をどの小学校でも使用し、それを中学校まで継続

活用することにした。
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２ 取組の成果と課題

＜成 果＞

■教師の課題意識・連携意識の高まり

・協議の中で、中学生の学びの実態を小学校教師が聞くことで、小学校として指導しなければ

ならないことがあるということを自覚することができた （例：中学校で、グループでの話。

し合いがなかなかうまくいかない実態など）

・６回にわたる公開授業（フランクな授業公開も含む）で、他校の児童、生徒の様子を知るだ

けでなく、共通の授業評価の観点で授業を見ることができたので、連携の意識が高まってき

ている。

■日々の授業改善への意識の高まり

・第１回アンケート結果から、学習課題を明確に提示することの必要性を感じ、課題提示を大

切にして授業に臨むようになってきた。

・授業づくりの視点「自分の考えをもち、伝える場の設定」を定めたことで、その視点をふま

えて日々の授業の指導を工夫するようになった。一斉指導ばかりでなく、グループ活動やペ

ア学習も進んで取り入れるようになってきた。

■外国語活動と外国語科の連携意識の高まり

・中学校で使うクラスルームイングリッシュを小学校でも使うようにすることで、中学校に進

学して安心して授業を受けることができる体制づくりのきっかけをつくった。

・小学校外国語活動の教材・教具を活用した中学校での授業づくりを進めるようになった ピ。（

クチャーカード、英語ノートのデジタル教材（電子黒板）など）

・公開授業の実施により、小学校外国語活動でのコミュニケーション活動を中学校の外国語科

授業にも取り入れ、コミュニケーション能力の育成を図る土台作りに努めている。

・年間指導計画の作成に着手し、カリキュラムの連携を図り始めた。

＜課 題＞

■教師の協働研究、協働実践の推進

・他部会の先生方に口頭や文書で報告しているのが実情で、授業づくりについて協議をする時

間や場の確保が十分でなく、授業改善に対する意識に差が見られる。時間や場を確保し、授

業研究（研究協議）の充実を図っていきたい。

。 、・授業改善部会の提案した視点などが各校の校内研修と一体化しているとは言えない 今後は

各校の校内研修とリンクを図り、一体化して研究を深めたい。

■授業改善の推進

・授業改善に取り組んでいるが 「子どもの学びがかわった 「子どもが学びの向上を実感で、 」

きる」といえるまでに至っていない。コミュニケーション能力の育成を中核に、焦点化した

授業研究を行い、子どもの成長を実感できるよう工夫・改善を進めたい。

・小学校は、校内研修のテーマと合致する部分もあり、話し合う力を育てていこうとする研修

体制で臨んでいるが、中学校では教科や学年により取り組み方に違いが見られる。授業の中

での話し合い活動の場づくり（伝え合う場の工夫）が必要である。

■外国語活動と外国語科の指導観の共有とカリキュラムの連携

・実際の授業における具体的な指導の在り方について十分共有できていない。授業交流（授業

参観、授業研究等）を通して協議を深め、指導観を共有したい。

・外国語活動と外国語科の関連を明記した小学校及び中学校の年間指導計画を整備し、つなが

りを大切にした授業づくりができるように、カリキュラムの連携を工夫したい。

・小学校では、外国語活動においてＡＬＴ主導から担任主導への転換と外国語科をふまえた取

組を進めていきたい。

・中学校では、４領域のバランスを考えた上での、小学校の学習経験を生かしたコミュニケー

ション活動を大切にしていきたい。
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《参考資料１》

《参考資料２》
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参 考 資 料Ⅲ

１年次児童・生徒へのアンケ－ト

の集計結果と考察



Q1.
１　3時間以上 ２　2～3時間 ３　１～２時間 ４　40～1時間 ５　２０～４０分 ６　２０分未満 ７　まったく

22.11 18 54 129 124 110 54 7
22.7 26 44 117 104 118 77 13

Q２.
１　3時間以上 ２　2～3時間 ３　１～２時間 ４　40～1時間 ５　２０～４０分 ６　２０分未満 ７　まったく

22.11 31 35 96 100 111 77 46
22.7 25 35 96 73 135 91 46

Q３.
１　2時間以上 ２　１～２時間 ３　３０分～1時間 ４　１０～３０分 ５　１０分未満 ６　まったく

22.11 28 44 109 139 97 79
22.7 17 55 113 137 90 88

Q４.
１　いつも２　だいたい３　あまり ４　まったく５　無回答 回答者数

22.11 175 265 52 4
22.7 175 273 46 7

Q５.
１　いつも２　だいたい３　あまり ４　まったく５　無回答 回答者数

22.11 154 295 43 3
22.7 152 279 58 12

Q６.
１　いつも２　だいたい３　あまり ４　まったく５　無回答 回答者数

22.11 107 175 181 33
22.7 120 171 159 51

Q７.
１　いつも２　だいたい３　あまり ４　まったく５　無回答 回答者数

22.11 210 253 30 3
22.7 222 228 45 6

一年次児童生徒実態把握アンケート結果 （第1回Ｈ２２．７、第2回Ｈ２２．１１）

平日の家庭学習時間

休日の家庭学習時間

平日の読書時間

授業前の準備・着席

授業の目当て（学習課題）の把握

授業での考えの発表

授業で話や意見を聞く

１　学校の授業時間以外に，ふだん（月曜日から金曜
日），１日あたりどれくらいの時間，勉強しますか。（学
習塾等で勉強している時間も入れます。）

    ①まったくしない
　  ②２０分より少ない
　　③２０分以上，４０分より少ない
    ④４０分以上，１時間より少ない
　  ⑤１時間以上，２時間より少ない
　　⑥２時間以上，３時間より少ない
    ⑦３時間以上

２　土曜日や日曜日など学校の休みの日に，１日あた
りどれくらいの時間，勉強しますか。（学習塾等で勉強
している時間も入れます。）
 
    ①まったくしない
　  ②２０分より少ない
　　③２０分以上，４０分より少ない
    ④４０分以上，１時間より少ない
　  ⑤１時間以上，２時間より少ない
　　⑥２時間以上，３時間より少ない
    ⑦３時間以上

３　学校や家などで，学校の授業時間以外に，ふだん
（月曜日から金曜日），１日あたりどれくらいの時間，読
書をしますか。（教科書や参考書，漫画や雑誌は除き
ます。）
　　①まったくしない
　　②１０分より少ない
 　 ③１０分以上，３０分より少ない
     ④３０分以上，１時間より少ない
 　 ⑤１時間以上，２時間より少ない
　  ⑥２時間以上

４　授業が始まる前に学習の準備をして，授業の始まり
とともに席に着いていますか。

　　①いつもしている
　　②だいたいしている
　　③あまりしていない
　　④まったくしていない

５　授業のときに，その時間の学習のめあて（学習課題
など）がわかっていますか。

    ①いつもわかっている
　　②だいたいわかっている
　  ③あまりわかっていない
　　④まったくわかっていない

６　普段の授業では、自分の考えをよく発表しています
か。
    　①　いつもしている
  　　②　だいたいしている
　　　③　あまりしていない
  　　④　まったくしていない

７　普段の授業では、ほかの生徒の話や意見をよく聞
いていますか。
　　 ①　いつもしている
 　　②　だいたいしている
 　　③　あまりしていない
 　　④　まったくしていない
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「家庭学習の手引き」の作成により、わずかながら家
庭学習時間の伸びが見られる。

休日にも学習する児童の伸びが見られる。

大きな変化はなく、読書時間の確保が課題。

１００％に向けて定着を図る必要がある。

改善傾向にあるが、教師の側からの確実に把握させ
る手立てが必要。

改善に向けて授業改善が必要。

聞くことについては概ねできているが、「きく」レベルの
差は大きいと思われる。



Q８.
１　いつも２　だいたい３　あまり ４　まったく５　無回答 回答者数

22.11 169 248 72 7
22.7 181 218 87 15

Q９.
１　難しい ２　やや難しい ３　あまり難しくない ４　難しくない ５　無回答 回答者数

22.11 161 193 85 57
22.7 161 182 83 75

Q１０.
１　はい ２　だいたい３　あまり ４　まったく５　無回答 回答者数

22.11 117 86 60 33
22.7 115 81 58 45

Q１１.
１　はい ２　だいたい３　あまり ４　まったく５　無回答 回答者数

22.11 122 117 38 20
22.7 120 107 52 20

Q１２.
１　はい ２　だいたい３　あまり ４　まったく５　無回答 回答者数

22.11 81 104 72 38
22.7 82 93 83 41

Q１３.
１　はい ２　だいたい３　あまり ４　まったく５　無回答 回答者数

22.11 28 44 67 39
22.7 27 44 62 48

Q１４.
１　はい ２　だいたい３　あまり ４　まったく５　無回答 回答者数

22.11 19 48 69 43
22.7 19 43 65 54

授業で友達と話し合う

作文や説明の難しさ

外国語活動・英語授業が好き（小5～中学生）

外国語活動・英語授業はわかりやすい（小5～中学生）

外国語活動・英語授業で会話するのが好き（小5～中学生）

英語授業で英文を読むのが好き（中学生のみ）

英語授業で英文を書くのが好き（中学生のみ）

８　普段の授業では、ほかの生徒とよく話し合っていま
すか。
    　①　いつもしている
  　　②　だいたいしている
  　　③　あまりしていない
  　　④　まったくしていない

９　学校の授業などで、自分の考えをほかの人に説明
したり、文章に書いたりするのは難しいですか。
　　①　難しいと思う
　　②　どちらかといえば、難しいと思う。
　　③　どちらかといえば、難しいと思わない。
　　④　難しいと思わない。

１０　外国語活動（英語）の授業は好きですか。
        ①　好き
　 　　②　どちらかというと好き
　 　　③　あまり好きではない
　 　　④　好きではない

１１　外国語活動（英語）の授業は分かりやすいです
か。
        ①　わかりやすい
 　　　②　どちらかというとわかりやすい
 　　　③　あまりわかりやすくない
 　　　④　わかりやすくない

１２　外国語活動（英語）の授業で、先生や生徒と英語
で会話するのは好きですか。
        ①　好き
　　　 ②　どちらかというと好き
　 　　③　あまり好きではない
　 　　④　好きではない

１３　英語の授業で、英文を読むことは好きですか。
        ①　好き
　 　　②　どちらかというと好き
　 　　③　あまり好きではない
　 　　④　好きではない

１４　英語の授業で、英文を書くことは好きですか。
        ①　好き
　 　　②　どちらかというと好き
　 　　③　あまり好きではない
　 　　④　好きではない
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改善に向けた授業改善を進める必要がある。

改善傾向にあるが、さらなる授業改善が必要。

特に中学校英語科で改善に向けた授業改善を進める
必要がある。

苦手意識をもつ者の固定化が見られる。個別指導な
どの工夫も必要。

改善傾向にあるが、さらなる授業改善が必要。

半数以上に苦手意識があり、授業改善が必要。

「話す」→「読む」→「書く」順に苦手な者が多く見ら
れ、「文字」学習への手立てが必要。



Q１５.
１　はい ２　だいたい３　あまり ４　まったく５　無回答 回答者数

22.11 119 93 53 31
22.7 110 83 54 52

Q１６.
１　～９時 ２　～１０時 ３　１０時～１１時 ４　１１時～ ５　０時以降 ６　無回答 回答者数

22.11 65 188 141 67 33
22.7 86 154 138 90 32

Q１７.
１　～６時 ２　６時～７時 ３　７時～７時３０分 ４　７時３０分以降 ５　無回答 回答者数

22.11 121 321 47 5
22.7 147 304 41 8

Q１８.
１　自分 ２　目覚まし時計 ３　家の人 ４　その他 ５　無回答 回答者数

22.11 179 118 194 3
22.7 191 104 198 7

Q１９.
１　飲み物のみ ２　主食のみ ３　主食と飲み物 ４　主食・飲み物・副菜 ５　食べていない ６　無回答 回答者数

22.11 22 93 191 176 10
22.7 23 108 191 157 21

Q２０.
１　いつも２　だいたい３　あまり ４　まったく５　無回答 回答者数

22.11 226 239 23 6
22.7 238 233 18 11

Q２１.
１ はい ２　だいたい３　あまり ４　まったく５　無回答 回答者数

22.11 347 87 30 30 0 494
22.7 361 75 27 37 0 500

朝食の内容

自発的な挨拶

外国語活動（英語）の授業で外国のことを勉強するのが好き（小５～中学生のみ）

就寝時刻（１～４年、５年以上で選択肢が異なる）

起床時刻

起床方法

学校の仕度

１５　外国語活動（英語）の授業で、外国の文化を勉強
するのは好きですか。
        ①　好き
　 　　②　どちらかというと好き
　 　　③　あまり好きではない
　 　　④　好きではない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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２　だいたい

３　あまり

４　まったく

１６　昨日の夜、何時に寝ましたか。
   　　①　午後９時より前
　　　 ②　午後１０時より前
　　 　③　午後１０時以降、午後１１時より前
       ④　午後１１時以降、午前０時より前
　　 　⑤　午前０時以降

１７　今朝、何時に起きましたか。
    　 ①　午前６時より前
　　 　②　午前６時以降、午前７時より前
     　③　午前７時以降、午前７時３０分より前
　　 　④　午前７時３０分以降

１８　どのようにして起きましたか。
    　 ①　自分で
　　　②　目覚まし時計などで
     　③　家の人に起こされて
　　　④　その他（                        ）

１９　今朝、朝ごはんは、どんなものを食べましたか。
    　 ①　飲み物（汁やスープなどもふくむ）のみ
    　 ②　主食（ごはんやパンなど）のみ
 　　　③　主食（ごはんやパンなど）と飲み物
     　④　主食（ごはんやパンなど）と飲み物　と　副菜（おか
ず）
     　⑤　何も食べていない

２０　自分から、「おはよう」「さようなら」「ありがとう」「ご
めんなさい」などのあいさつをしていますか。
  　　 ①　いつもしている
 　　　②　だいたいしている
　　　 ③　ほとんどしていない
 　　　④　まったくしていない

２１　昨日ねるまでに、今日の学校の準備ができていま
したか。
    　 ①　できていた
 　　　②　だいたいできていた
　　　 ③　ほとんどできていなかった
　　   ④　まったくできていなかった
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改善傾向にあるが、さらなる授業改善が必要。

就寝時刻の遅い者の生活改善が必要。

概ね7時までに起床できている。

学年に応じて自分で起床できる習慣を育てていく必要
がある。

学年に応じて自分で起床できる習慣を育てていく必要
がある。

概ねできているが、まだまだ改善に向けて指導してい
く必要がある。

概ねできているが、まだ忘れ物があるという現状か
ら、改善に向けて指導していく必要がある。



Q２２.
１　できる２　だいたい３　あまり４　できない５　無回答 回答者数

22.11 159 202 103 30 0 494
22.7 191 162 109 38 0 500

Q２３.
１　はい ２　だいたい３　あまり ４　まったく５　無回答 回答者数

22.11 352 113 21 8 0 494
22.7 349 110 31 10 0 500

Q２４.
１　はい ２　だいたい３　あまり ４　まったく５　無回答 回答者数

22.11 283 140 56 15 0 494
22.7 292 122 62 24 0 500

Q２５.
１　はい ２　だいたい３　あまり ４　まったく５　無回答 回答者数

22.11 216 80 17 4 0 317
22.7 155 90 56 18 0 319

Q２６.
１　はい ２　だいたい３　あまり ４　まったく５　無回答 回答者数

22.11 107 53 15 2 0 177
22.7 91 57 21 12 0 181

Q２７.
１　はい ２　だいたい３　あまり ４　まったく５　無回答 回答者数

22.11 391 89 12 2 0 494
22.7 388 87 18 7 0 500

中学生と一緒に活動することが好き（小学生のみ）

小学生のお手本になることは大切だと思う（中学生のみ）

みんなのために働くことは大切だと思う

友達作り

気持ちの分かる人間になりたい

グループ活動が好き

２２　初めて出会った人とでも、すぐに友だちになること
ができますか。
          ①　できる
　　 　　②　どちらかというとできる
　　 　　③　あまりできない
　　 　　④　できない

２３　人の気持ちがわかる人間になりたいと思います
か。
         ①　思う
　　　　②　どちらかというと思う
　　　　③　あまり思わない
　　　　④　思わない

２４　グループをつくって、友だちと活動することは、好き
ですか。
         ①　好き
　　　　②　どちらかというと好き
　　　　③　あまり好きではない
　　　　④　好きではない

２５　中学生と一緒に活動することは好きですか。
         ①　好き
　　　　②　どちらかというと好き
　　　　③　あまり好きではない
　　　　④　好きではない

２７　みんなのために働くことは、大切だと思いますか。
         ①　思う
　　　　②　どちらかというと思う
　　　　③　あまり思わない
　　　　④　思わない
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２６　小学生のお手本になることは、大切だと思います
か。
         ①　思う
　　　　②　どちらかというと思う
　　　　③　あまり思わない
　　　　④　思わない
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人間関係づくりに対する苦手意識が「交流学習」後で
は少し減ってきている。

「交流学習」後では少し意識の変化が見られる。

「交流学習」後では少し意識の変化が見られる。

「交流学習」後に大きく意識の変化が見られる。

「交流学習」後に大きく意識の変化が見られる。

「交流学習」後では少し意識の変化が見られる。



参 考 資 料Ⅲ

小・中連携だより
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Ｈ２２．９．１大和地域小・中学校連携だより ．NO 1

共に学び合う の育成

豊かな自然に囲まれて、伸び伸びと素直に育っている大和地域

の小・中学生たち。よく遊び、よく学び、運動面や文化面でも、

素晴らしい成果を上げています。

この良さを生かしながら、さらにお互いに尊重し合い、豊かな

人間関係のもとで、自ら主体的に学ぶ姿勢を身につけてくれることを願って、今年度か

ら、大和地域の小・中学校５校で連携教育を実施することとなりました。

下の４つの柱を中心に、小学生と中学生が仲良く交流したり、９年間の学びがつなが

るように授業や家庭学習を改善したりと、保護者・地域の皆様のご理解とご協力をお願

いしながら様々な取組みを行ってまいります。

この連携だよりや各学校だよりなどを通して、取組みの紹介、各ご家庭や地域の方へ

のお願いなどをお伝えします。実りの多い小・中学校連携教育になるよう、ご意見やご

、 。 。感想などがございましたら 各学校までお知らせください よろしくお願いいたします

☆ 家庭学習や授業に臨む姿勢など、 ☆ コミュニケーションの力を育て、思い

学習に取り組む上での良い習慣を やりの心が身につくような、交流活動を

育てていきます 実施します

、 、☆ 学年に合った自立ができ、元気に ☆ 自分の考えをもち それを伝え合うなど

学校生活が送れるよう、生活習慣を お互いに学び合い、高め合うことができる

見直します 授業へと改善していきます
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． Ｈ２２．９．１５大和地域小・中学校連携だより ＮＯ ２

共に学び合う の育成

９月半ばに入り、日中はまだ夏のような日差しが続いていま
すが、朝晩は秋らしくいくぶん涼しくなってきました。中学校
は体育祭が終わり、塩田・束荷小学校は今週末、運動会が行わ

。 、 、「 」れる予定です これから 秋の深まりとともに スポーツの秋
「読書の秋 「芸術の秋」と、実りがいっぱいの秋になるよう、」
取り組んでいきたいものです。

さて、今回の連携だよりでは、４つの柱の一つ、生活習慣研
究部会の取組みについて、ご紹介します。

生活習慣研究部会のめざす児童・生徒像
元気に学校生活を送る子ども（自立）

「自分で考えながら、心も体も元気に学校生活を送る」

☆各校で工夫しながら取り組んでいます。ご家庭・地域の皆様にもご理解ご協力をお願
いします。

親子で朝食を作って食べようキャンペーンのお知らせ
（ ） （ ）第１回目 ９月１９日 日 毎月第３日曜日家庭の日 大和地域で実施

※ 運動会実施の塩田小・束荷小校区は、翌日でも

自立のためのステップ１

自分で決めた時刻に自分で起きる身構え

・元気な１日のスタートは、気持ちの良い朝の目覚めです。

毎朝決まった時刻に自分で起きることによって規則正し

い生活のリズムができます。

自立のためのステップ２

忘れ物をしない物構え

・学習に集中して取り組むための第１歩は、学習の準備がき

ちんと整っていることです。そのために、忘れ物をしな

いことが大切です。

自立のためのステップ３

心のこもったあいさつをする心構え

コミュニケーションをとる一番のよい方法は、あいさつで・

す。いつでも、どこでも、だれとでも、あいさつをする

ことで、気持ちがかよいあいます。
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．３ Ｈ２２．１０．８大和地域小・中学校連携だより ＮＯ

共に学び合う の育成

10月 実りの秋10月 実りの秋
読書の秋、芸術の秋、勉学の秋…と、秋はいろいろに形容されますが、それだけ勉強

や運動をするのに好季節だと言えます。先日、各小中学校で配布しました「家庭学習の
手引き （中学校は「学習の手引き ）をご覧いただきましたか？」 」

家庭学習の手引きとは？
小中連携での取組の１つは 「家庭学習の手引き」の実施です。、

、 、これまで各小中学校でバラバラに取り組んでいたものを 小中学校の教員で話し合い
規準を決めて９月から取組を始めました。

来年から文部科学省が示す新学習指導要領が実施されます。教科書の内容も３割ほど
増えますが、背景には学力の向上という国の方針によるところがあります。もっと身近
に言えば、小中学校を卒業するまでには、これだけは習得しておきたいこと 「基礎・基、
本」を身に付けさせたいという願いがあります。

この度、小中学校で教員がお互いに授業を見せ合い、改善を図
、 、ろうとする取組もありますが 基礎・基本を身に付けるためには

家庭でも「読み、書き、計算」の学習などきちんとしてほしい、
かつ、自主勉強や読書にも取り組んでほしいと考えています。

そのためには、まず机について学習をする習慣をつけることが
大切です。何も学習机に限ったことでなく、ダイニングテーブル
でもかまいません。ただ、テレビやゲームの電源は切って、決ま
った時間を集中してがんばってほしいです。

家庭学習時間の目安は？

手引きに示してある学習時間の目安は、

、 、 、小学校低学年で２０分 中学年で４０分 高学年で６０分

中学校１学年で６０分、２・３学年で９０分です。

学習のきまりとは？
小中連携でのもう１つの取組は、学習のきまりの徹底です。
このきまりを守ることによって、自分やまわりの人が授業に集中することが容易にな

ると考え、全ての学校で取り組んでいます。

① 授業が終わったら、次の授業の準備をして休憩に入る。
② 早めに着席し、授業の心構えをつくる。
③ 先生の話や友達の発表を最後まで黙って聞く。
④ 自分の意見をはっきりと聞こえる声で話す。
⑤ 学習したことをノートに丁寧に書く。
⑥ 背筋を伸ばした姿勢ですわる。

保護者の皆様からは 「うちの子にはもっと発展的なことを…」とか「うちの子にはち、
ょっと無理がある」といった声も聞かれそうですが、各学校では、学習・生活の両面で

、 （ ） 、個々の子どもに応じた指導を行っていますので 学校 学級担任ほか と連携しながら

のため、ご理解とご協力をよろしくお願い共に学び合う「大和っ子の育成」
いたします。



大和地域小・中学校連携だより ＮＯ．４ Ｈ２２．１２．１４
大和中学校生徒の感想 ＜岩田小学校１年 パソコン操作＞

共に学び合う の育成
○ 前にした職場体験では、自分が通ってい＜塩田小学校 レクレーション＞

た小学校だったので、知っている人ばかり
○ この交流会でたくさんのことを学ぶこと でとてもやりやすかったけれど、今度は違

ができました。最初は、不安と緊張がすご う小学校なので、すごく緊張しました。岩
かったけれど塩田小の子どもが明るいあい 田小学校に着いておどろいたのはとても校
さつをしてくれたので、うれしかったし、 舎が大きく、また、人数もとても多かった
がんばろうという気持ちがより強くなりま ことです。そして、いよいよ１年生にパソ

１１月１６日（火）午後、大和中学校の１、２年生と大和地域 した。ゲーム説明では、実際にやってみる コンを教えるときがやってきました。ロー
の小学生とで「ふれあい交流活動」をしました。各小学校の希望する活動に ことで小学生に分かりやすかったと思いま マ字も知らない１年生にパソコンを教える
対して、中学生が小学校に行き、いろいろなことを教えてくれました。小学 す。名刺じゃんけんでは、ただ渡すだけで のは、すごく難しかったけれど、みんなお

、 。生も中学生もとてもいい顔をして、活動していました。互いに有意義な交流 なく、一言話すことができました。どの子 利口にできたので すごく楽しかったです
ができたと思います。子どもたちの感想の一部をお知らせします。 も笑顔で夢中になって遊んでいました。私 また、この小中ふれあい交流活動で自分の

。 、は、総合司会をしたので、直接小学生とふ 新しい一面を知ることができました 私は
れ合うことはなかったけれど、どうやった 将来、小さな子どもたちを相手にする仕事
ら楽しくすすめられるか、友達と話し合い がしたいと思えるようになりました。とて＜小中ふれあい交流活動の内容＞
ながら進行しました。見ているだけでも楽 も充実した時間でした。

学校名 学 年 活 動 名 しかったです。最終的に目標が達成できた
＜束荷小学校 レクレーション塩田小学校 全 校 レクレーション と思います。９０％くらいは達成できたと

とバスケ・卓球＞三輪小学校 １・２年 パソコン操作 思います。みんなと協力して、自分の仕事
３ 年 楽器演奏 を臨機応変に考え、何より楽しく交流でき
４ 年 ソフトバレー てよかったです。 ○ 最初は、小学生と遊ぶということでゲー
５ 年 ミシン操作 ムの内容を説明しなければならなかったの
６ 年 中学校生活の話 で、すごく緊張しました。しかし、小学生＜三輪小学校３年 楽器演奏＞

岩田小学校 １ 年 パソコン操作 と遊ぶ内に緊張がとけて、時間がたつのが
２ 年 かけざん ○ 今回の交流では、自分の楽器を小学生に 本当に早いなあと思いました。小学生たち
３ 年 楽器演奏 紹介したり、いろいろな質問を受けたりし も私が束荷小学校の卒業生でも、知り合い
４ 年 読み聞かせ ました。小学生に質問されたなかで、私も でもないのに積極的に話しかけにきてくれ
５ 年 ポートボール 分からないところがあり、私自身も学ぶと たのですごくうれしかったです。また、目
おおぞら 読み聞かせ・ゲーム ころがありました。小学生とエーデルワイ 標の「仲よく楽しく有意義」というのも達
６年１組 楽器演奏 スを吹いたり、私たちの曲を聞いてもらっ 成できたのでよかったです。今回、このよ
６年２組 ホームステイの話・英語ゲーム たりしました。私たちが曲をふいていると うな交流会があってまた他の小学校に行っ

束荷小学校 全 校 レクレーション き、小学生たちがいっしょうけんめい聞い てみたいと思いました。今回、私は、レク
３・４年 かくれんぼとドッジボール てくれて、すごくうれしかったです。曲が レーションだったけれど、次は英語ゲーム
５・６年 バスケットボール 終わって「きれいでした」と感想を言って をしたり、ミシンを教えたりするのもいい
５・６年 卓球 くれて 「ありがとう」という気持ちでい なあと思いました。３・４年生以外の子と、

っぱいでした。小学生にリコーダーを教え はあまり遊べなかったので、もう少し時間
る時間がきて、分からないところがあるか があったらよかったな、と思いました。け

、 。一人ずつ聞きに回り、分からないところを れど 本当に楽しかったのでよかったです
教えました。少し教えるだけで、みんな覚

、 。えが早く すぐにふけるようになりました
また、このような交流をしたいです。



塩田小学校児童の感想 三輪小学校児童の感想 岩田小学校児童の感想 束荷小学校児童の感想

＜レクレーション＞ ＜パソコン １・２年＞ ＜管弦楽 ６ー１＞ ＜レクレーションとドッジボール＞
○ 名刺もたくさんもらって、いろんな ○ 中学生がやさしくおしえてくれたの ○ 今までふいたことのない楽器ばかりでど ○ 最初に３人の人と自己しょうかいを

人の名前が分かったのでよかったです がよかったから、大きくなってもおぼ んな音がなるのか楽しみでふかせてもらう して、その後、１・２・３年生と４・。
、『 』たくさんゲームをして説明もとても上 えておきたいです。またこんど、つく と、トランペットやチューバ、スネア、ク ５・６年生に分かれて 大なわとび

手で分かりやすかったです。特に最後 えでおべんきょうするときに、うしろ ラリネットそれぞれの音がとてもきれいな をしました。その次に、全員で『だる
の王様じゃんけんは、王様まではいか でみてもらいたいです。きのうのパソ 音で、おもしろかったです。特にトランペ まさんが転んだ！』をしました。１回
なかったけど、中学生とじゃんけんが コンは、あんまりできなかったけど、 ットは、初めてふいてふけたので夢中にな つかまったけど、楽しかったです。一

、 。たくさんできてよかったです。中学生 ながいじかん中学生とやりたいです。 りました。そして、中学生たちが始めと終 番心に残ったのは ドッジボールです
は、司会も上手だし、男女関係なくみ （１年女子） わりにやった曲もすごくて少し楽器にきょ なぜかというと、中学生とのドッジボ

ん な が 仲 ○ 中学生がとてもやさしかったです。 うみがわいてきたので、中学校に行ったら ールは、あんまりやらないからです。
が い い の わたしもあんな中がくせいになりたい 吹奏楽部に入ろうか今なやんでいます。 ド ッ ジ ボ
で 、 来 年 です ２年生ともなかよくなれました （６年男子） ー ル を し。 。
は 今 の 中 中学生は、わたしの名まえをおぼえて ○ はじめは、すごくはずかしかったけど、 て 、 中 学
学 生 み た くれました。とてもうれしいです。こ 中学生が楽器をふいたりたたいたりして心 生 の 投 げ
い に 立 派 れからもっと、ともだちをつくりたい をほぐしてくれたので楽器をえんそうする る ボ ー ル
に な り た です （１年女子） ときに楽しくできました。演奏を聞いて思 は 、 す ご。
い で す 。 ○ ぼくは、１年生のころにいた６年生 ったことはすごく上手で音が大きく出てい く 速 く て
（ ６ 年 男 といっしょ てまちがえても止まらず演奏してすごいな び っ く り

。子） にパソコン と思いました。楽器を使っていても「こう しました
を し ま し したらいいんだ と て も 楽

○ ぼくはこの交流をしてよかったと思 た。まちが よ」とやさしく しかったので、すご くよい思い出にな
います。中学生の協力しているのを見 えたとき、 教えてくれて、 りました。
るとすごいなと思いました。ぼくもそ 中学生がは 前から吹奏楽部 （４年男子）

＜レクレーションとバスケ・卓球＞れを見習いたいと思います。ありがと じめからや に入ろうと思っ
うございました。またふれあい交流活 ってくれま ていたけど、絶 ○ 最初は、中学生とちゃんと話すこと
動をしたいです （３年男子） した。よく 対に入ろうと思 ができるか不安だったけど、話すこと。

○ いろんな遊びができて楽しかったで 話せた の いました。すご ができました。自己しょうかいの時に
す。一番楽しかったのは、王様じゃん で 楽しかったです またいっしょ に く楽しかったで 仲よくなった人と『じゃんけん列車』、 。 、
けんです。わけはいろんな人とじゃん 中学生とパソコンをしてみたいな と思 す ６年女子 の時も一緒にしました 『だるまさん。（ ） 。
けんしていろんな人となかよくなれた いました （２年男子） が転んだ！』は、みんなすごい進んで。

、「 」 。からです。名しは１０まいもらいまし ○ わたしがこまっていたことに、中学 いて 勇気あるな！ と思いました＜読み聞かせ ４年＞
た。さいしょはちょっとはずかしかっ 生がていねいにこたえてくれたのでよ ○ 中学生の３人の名前をおぼえることがで バスケの時
たけど、だんだんたのしくなっていろ かったです。これからも教えてもらっ きました。本を読んでいるとき、とてもじ も、中学生の
んな人となかよくなれたのでうれしか たようにやりたいです。もっと、パソ ょうずに読んでいました。とても楽しかっ 男子とはなす
ったです （２年男子） コンの勉強をして 、ほかのつかい方 たです （４年男子） ことができた。 。

○ またちゅうがくせいとあそんでいっ を知りたいです。中学生ととてもいい ○ 中学生とたくさん話ができて、うれしか のでうれしか
ぱいともだちになりたいとおもってい 思い出になりました。先生の言うこと ったし、楽しかったです。中学生の読み方 ったです。中
ます （１年女子） も 聞 い はとてもじょうずでした。しつもんもすごく 学校に入るの。

て 、 一 生 楽しく、いろ が、とても楽
け ん め い いろな部活が しみです。
が ん ば り あるのでびっ （６年女子）
たいです くりしました ○ 卓球のとき、ラケットでの打ち方を。 。

（ ２ また、中学生 教えてもらったら、相手のうちにくい
年女子） に会いたいで ところに打てるようになったのでうれ

す。 しかったです。またやることがあった
（４年女子） ら、おしえてもらった打ち方で、がん

ばってみたいです （５年男子）。
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Ｈ２２．１２．１７大和地域小・中学校連携だより ＮＯ．５

共に学び合う の育成

「共に学び合い自己実現を図ろうとする大和っ子の大和地域の小・中学校５校では、

を目指して、連携した取組を進めています。よりよい生活習慣や学習習慣の定着育成」

を図るための協働実践や小中学生のふれあい交流活動を展開するとともに、日々の授業

を大切にし、授業の在り方を見直し改善しようと取り組んでいます。小学校でも中学校

子どもが自分の考えをもでも、生き生きと学び合う児童生徒の姿が見られるように 『、

』に努めています。ち、それを伝え合う場を工夫した授業づくり

公開授業日を設定し、互いに授業を参観し、子どもの様子や教師の指導の在り方等に

ついて相互理解を図っています。また、子どもが自分の考えをもち、それを伝え合う場

を工夫した授業になっているかどうか授業評価を行ったり、授業研究会で改善方策につ

いて一緒に協議したりするなど、授業についての合同研修も実施しています。

９月２９日には、岩田小５年の図工の授

業が公開され、参観後の授業研究会では、

小中学校教員が合同でワークショップ形式

の研究協議を行い、研修を深めました。

１０月５日には、 大和中１年の英語の授業や、塩田

小５・６年の外国語活動の授業を小中学校の教員が参観

しました。この日は、国立教育政策研究所から２名の教

科調査官、県と市の教育委員会の指導主事も参観され、

午後から小中連携教育の研修会を行いました。

１０月１９日には三輪小学校４年の算数の授業、１１

月２４日には束荷小１・２年複式学級の国語の授業が公開され、授業研究会を行いまし

た。１２月３日には岩田小６年の外国語活動の授業が公開されました。１月１９日には

。 。大和中２年の特別活動の授業が公開される予定です 今後も授業交流を進めていきます

７月と１１月のアンケート結果を比較すると 「学習の目当てが分かっている 「他の、 」

生徒の話や意見をよく聞いている 「他の生徒とよく話し合っている 「外国語活動・英」 」

語の授業が好き 「外国語活動・英語の授業は分かりやすい 「先生や生徒と英語で会話」 」

するのは好き 「英文を読むことが好き 「英文を書くことが好き 「外国の文化を勉強」 」 」

するのは好き」の項目については、肯定的に回答している児童生徒の割合が増加傾向に

あります。しかし、発表することや、他の人に説明したり、文に書いたりすることにつ

いては意識の改善があまり見られないなどの課題もあります。これらの結果を今後の授

業改善に生かしていきます。

これからも、５校が連携し、研修を重ね、よりよい授業を工夫し、子どもたちの力を

伸ばし、育てていきたいと思います。ご意見やご感想などがございましたら、各学校ま

でお知らせください。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

塩田小公開授業

岩田小授業研究会
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Ｈ２３．７．１大和地域小・中学校連携だより ＮＯ．６

育成共に学び合う の

昨年度から大和地域の小・中学校５校で取り組んでいる連

携教育ですが、いよいよ取組みの２年目を迎えました。

昨年１年間の成果と課題をもとに、今年度は下の３つの柱

を中心に、より積極的に取り組んでまいります。

今年度も、連携だよりや各学校だよりなどを通して、取組

みの紹介、各ご家庭や地域の方へのお願いなどをお伝えします。実りの多い小・中学校

連携教育になるよう、ご意見やご感想などを各学校までお知らせください。

よろしくお願いいたします。

平成２３年度の小学校・中学校連携教育の柱

★授業を改善することで ★小学校の外国語活動と ★小学校と中学校、小学

聞き合い学び合う力を 中学校の英語科の連携 校同士など、様々な交流

伸ばし、相手の気持ち を大切にし、積極的に 学習を実施し、自信や憧

や考えを尊重して、主 コミュニケーションが れ、思いやりなど豊かな

体的に学習に取り組め とれる大和っ子を育て 心をもった大和っ子を育

る大和っ子を育てます ます てます

お知らせとお願い

◎昨年度の取組みで始めた と は「学習のきまり」 「家庭学習の手引き」

今年度もすべての小・中学校で続けています。規則正しい生活や家庭

学習の習慣づくりなど、各ご家庭でもご指導をお願いします （裏面）。

◎ には、県内外から多くの先生方をお迎えして、大和地域の連１１月２４日（木）

授業参観携教育発表会を行います。保護者の方々や地域の皆様もどうぞ

（会場は岩田小と大和中の予定です。授業公開するにお越しください。

教科など、くわしい内容は夏休み明けにご案内します ）。
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【参考】

○「学習のきまり」

① 授業が終わったら、次の授業の準備をして休憩に入る。

② 早めに着席し、授業の心構えをつくる。

③ 先生の話や友達の発表を最後まで黙って聞く。

④ 自分の意見をはっきりと聞こえる声で話す。

⑤ 学習したことをノートに丁寧に書く。

⑥ 背筋を伸ばした姿勢ですわる。

より 家庭学習時間の目安○「家庭学習の手引き」
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．７ Ｈ２３．９．１６大和地域小・中学校連携だより ＮＯ

共に学び合う の育成

９月半ばに入り、日中はまだ真夏のような日差しが続いてい
ますが、朝晩は秋らしくいくぶん涼しくなってきました。中学
校は運動会が終わり、塩田・束荷小学校は今週末、運動会が行
われる予定です。これから、秋の深まりとともに 「スポーツの、
秋 「読書の秋 「芸術の秋」と、実りいっぱいの秋になるよう」 」
取り組んでいきたいものです。

さて、今回の連携だよりでは、授業改善研究部会の取組について、ご紹介します。
授業改善研究部会では、今年度新たに「きき合い学び合う力を育む」授業づくりを目

指し、実践を始めました。まず、小・中学校が共通して児童・生徒に身に付けたい力を
コミュニケーション能力を育む上で一番大切な きく力 としました きく には 聞「 」 。「 」 、「
く （耳できく 「聴く （心を傾けてきく 「訊く （たずねる）があり、広い意味での」 ） 」 ） 」
「きく力」と考えました。授業の中で、児童対教師、児童対児童など 「きき合い学び合、
う」場面を設定し、教師が質問やワークシートなどの適切な支援を工夫することによっ
て、自分の考えを広げたり深めたりできるような授業づくりを目指しています。

授業改善研究部会のねらい
「 」 、きき合い学び合う授業づくり を視点に授業改善に取り組むことによって
コミュニケーション能力の育成・向上を図る。

期待される成果
・自分の思いや考えをもち、相手に伝えることができる
・相手の気持ちや考えを尊重しながらきくことができる。
・きくことによって、自分の考えを広げたり深めたりできる。

今年度も各校の子どもの実態や授業の様子をお互いに理解するとともに、授業改善を
進めるために、６月から７月にかけて大和中学校、岩田小学校で授業公開及び研究協議
が行われました。５校の教員が一堂に会し、活発な意見交換が行われ、今後の授業改善
に向けた有意義な話し合いとなりました。

（授業の様子） （研究協議会の様子）

１１月２４日（木）には、２年間の研究成果の発表として、大和中学校と岩田小学校
を会場に授業公開が予定されています。保護者、地域の皆様、子どもたちの「きき合い
学び合う」姿を、ぜひご参観にお越しください。



○ 実践研究協力校の概要

所在地・電話番号 学年別児童生徒数，学級数 教員数ふ り が な ふりがな

（平成２３年４月１日現在）学 校 名 校長氏名※都道府県名から記載

してください。

学年 学級数児童生徒数

〒743-0101 第1 学年 6 1しおた おかざき えいこ

光市立塩田小学校 光市塩田1927-6 岡 崎 英 子 第2 学年 6 1
第3･4学年 15 1 9

電話(0820)48-2657 第5 学年 6 1
第6 学年 5 1

計 38 5

〒743-0102 第1 学年 28 1み わ たなか たつし

光市立三輪小学校 光市三輪264-1 田 中 達 史 第2 学年 14 1
第3 学年 13 1 11

電話(0820)48-2402 第4 学年 15 1
第5 学年 18 1
第6 学年 18 1
特別支援 2 1

計 108 7

〒743-0103 第1 学年 22 1いわた いけだ まさし

光市立岩田小学校 光市岩田193-2 池 田 昌 士 第2 学年 31 1
第3 学年 19 1 11

電話(0820)48-2404 第4 学年 25 1
第5 学年 29 1
第6 学年 20 1
特別支援 2 1

計 148 7

〒743-0105 第1･2学年 5 1つかり やました きくよ

光市立束荷小学校 光市束荷1301 山 下 喜久代 第3･4学年 6 1
第5･6学年 12 1 8

電話(0820)48-2158 特別支援 1 1

計 24 1

〒743-0101 第1 学年 58 2やまと あかまつ さとる

光市立大和中学校 光市塩田3333-1 赤 松 知 第2 学年 51 2
第3 学年 66 2 19

電話(0820)48-2803 特別支援 5 3

計 180 9



お わ り に

大和地域の小・中学校５校は、平成 ・ 年度の２年間、国立教育政策研究所から小２２ ２３
・中連携教育実践研究の指定を受け 「共に学び合い自己実現を図ろうとする大和っ子の、
育成」を研究主題として掲げ、実践研究に取り組んできました。児童生徒のコミュニケ
ーション能力の向上を図ることで、豊かな人間関係づくりと主体的に取り組む学習習慣
の確立を目指し、５校が連携して協働実践に取り組んできました。

昨年度は、授業改善研究部会、交流活動研究部会、学習習慣研究部会、生活習慣研究
部会の４つの部会に分かれて研究を進めました。どの部会もゼロからの研究、また研修
回数も限られたものでしたが、学習習慣づくりと生活習慣づくりの基礎が出来上がり、
研究の土台づくりもできました。

国立教育政策研究所の担当調査官から「もう少し焦点化して、大和地域ならではの特
色ある取組を」というご指導を受け、１年次の研究の成果と課題をもとに、２年次には
４部会を３部会に絞って研究に取り組みました。

研究を進める中で、小学校と中学校の教職員の考え方や研修体制の違いを感じたり、
５校の教職員の集まるための時間調整や連携が難しく、十分な共通理解が図れなかった
りと課題もありましたが、小学校と中学校が授業を参観し合ったり、研究協議を深めた
り、児童と生徒の本当の意味での交流の機会が生まれたり、規模の違う小学校同士の交
流の機会も増えたりと、多くの成果を得ることができました。

研究発表会当日は、これまでの研究の一端を公開いたしますが、多くの皆様のご批正
を賜り 「共に学び合い自己実現を図ろうとする大和っ子」を目指し、２年間の研究を出、
発として息の長い研究を進めていきたいと思います。

最後になりましたが、ご指導、ご支援いただきました多くの皆様にお礼を申し上げる
とともに、今後とも引き続き一層のご指導とご鞭撻をお願い申し上げます。

研究紀要編集委員会 部長 池田昌士
（岩田小学校・校長）

研 究 同 人

大和中学校 塩田小学校 三輪小学校 岩田小学校 束荷小学校
赤松 知 岡崎英子 田中達史 池田昌士 山下喜久代
城戸邦之 西崎美草 山門孝弘 田辺靖啓 川戸育夫
吉崎寿枝 吉永美佐子 津田明美 鎌田雅恵 河合順子
山根明宏 平川麻紗美 末松省子 平田雅美 菅野雅人
福田真由美 中元友子 寺内 健 牛尾貴恵 村瀬裕子
山本保夫 田谷義和 岡田文子 平尾 寛 角田真由美
明木幸恵 石井信吾 礒部淑子 西村俊彦 礒部惠子
阿武朋恵 佐藤しげみ 森川剛 田中崇江 有馬和子
木村俊徳 大久保千恵 幡田まき子 弘田昌子
矢上佳子 守冨美香子 岩政 文 古谷登美子
小野美登里 田村智美 縄手裕子
井上靖資

< 年度転出者> < 年度転出者> < 年度転出者>河内典幸 22 22 22
< 年度転出者>太田 寛 22

水野志保 鈴木淳子 林 健 清水早苗
大田敏典 毛利京子 上部由子 原田淑江 中本徹信
戸田弘代 潮田 徹 村上美津子
原田美智子 中川亜紀美
松村邦代 中本麻里子
佐々木直美

< 年度転出者>22
実政則行
中山新三
松尾真吾
有海花織
縄手裕子



大和中学校

塩田小学校

大和地域

５ 校

岩田小学校

三輪小学校

束荷小学校




